
　　 　　

▶︎計画 ▶︎運用
第 1フェーズ 第 1フェーズ第 2フェーズ 第 2フェーズ第 3フェーズ 第 3フェーズ第 4フェーズ 第 4フェーズ

■プロジェクト管理  ■業務分析・改善  ■IoT 等導入  ■ユーザーニーズ・関係者確認  ■データ活用

1.目標設定

データ活用
分析・効果検証

現状調査
経営目標

課題選定

スケジュール作成
解決策検討

2.�課題選定

3.体制づくり
4.計画づくり

6.効果検証

5.システム開発～運用

IoT等導入ロードマップ

アイデア出し

問題の原因分析

問題発生状況把握

経営革新計画

プロジェクト会議実施

実現性検討　

スケジュール案作成

因果関係の整理・課題の特定

IoT 導入の必要性検討

必要となる情報やデータのリストアップ

スケジュール案作成

IoT システム開発
通信環境整備

サーバー設置

費用対効果分析

分析・効果検証 分析・効果検証

データ収集～蓄積

IoT システム
実証 システム運用

スタッフコンディション把握

運用体制づくり

仮説設定・期待する効果設定

懸案事項検討

セキュリティ対策検討

サーバー選定

システム構成検討

通信環境選定

IoT システム要件検討

課題抽出

目標期日（時期）の設定

リーダー・担当者選定

7.業務改善

システム評価・
検証・改良
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合同会社テンシステム

顔画像データから作業者のコンディションを
予測できるシステムを自社開発

福祉事業向けシステム開発、YouTube 動画配信など「付加価値の高い」 ビジ
ネスに取り組む就労継続支援Ａ型事業所です。
■業種：障害者総合支援法に基づく指定障害福祉サービス事業
■従業員：20 人　■資本金：10 千円

■ CNN（畳み込みニューラルネットワーク） ……AI が画像分析を行うための学習手法のひとつ。

■パラメータ …… プログラムの動作を決定する数値や文字のこと。

http://ten-system.com

●目的・課題
就労継続支援Ａ型事業所においては支援員が障害者の支援を行
う必要があるが、作業者の体調の変化などの確認が十分できない
場合もあるなど、対応に遅れを生じるという問題を抱えている。

●開発した IoTシステムの概要
障害者が日々の体調や作業状況等を記録する日報のテキスト
データ（書簡、意見、成果等）と、Web カメラで取得した顔
画像データから作業者のコンディションを予測するシステムを
自社開発した。実証では、対象者の日報の内容と画像認識結果
がほぼ一致するという結果を得た。

●開発した IoTシステムのメリット
支援員が作業者の状態を容易に把握し、状態悪化の防止につな
げ、福祉事業所における生産性向上を図ることが可能になる。

工夫した点
●� �安価な小型パソコン（ラズベリーパイ）をサーバーとして使用した

社内 IoT システムを自社開発することでコストを低減した。
●� �コンディション予測に必要なパラメータは対象者毎に設定できるよ

うにした。File.06

Point!
生産性向上・業務改善

対象者の顔画像データおよび日報テキストデータを社内サーバーに蓄積

目的

収集・蓄積データ

● コンディションデータの自動取得、ディープラーニングによる検知の他サービスへの活用も目指す。
● �日報の内容を分析してアラート通知等を行う AI システム開発も行い、形状や色の分布など画像の特徴を

数値化してコンディション予測ができる A 型事業所の総合的な運用システムに発展させる。

今後の
展 開

コスト削減のため小型パソコンを
サーバーとして使用した。

オープンソース（無料）の AI エンジンを活用

実証試験では顔画像から予測した作業者のコンディションと日報で本人が
記載したコンディションはほぼ一致していたことを確認できた。

WEB カメラ

就労継続支援 A 型事業所では、作業日報で毎日のコンディションを記録して
いる。

ラズベリーパイ


